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遠絡統合療法 基礎医学セミナー

まとめ6

◉なぜ遠絡統合医学は、原因不明の症状や
難治性症状に適用できる治療法なのか？

①ラインの流れは生体の現象と密接な関係
があるから

②ライン同士の関係を調節する確実な理論
をもっているため

遠絡統合療法で始めに行うこと

①疼痛ラインの見極め

エリアの配置を
把握しておく ライン

四肢を４面としてみると
、
３面が陽経、１面が陰経
となる

身体の対応からみたレベル

身体の各部をレベルで分類 四肢に設定したレベルで対応する

次に行うこと ②治療方針と治療ラインの選定

６つの治療方法から行うものを選ぶ
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②表裏関係
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TA変換 xy変換 ライン変換

同名
(陽経のTA変換）

遠絡同名
（陰経のTA変換）
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（陰陽の変換）

臓腑通治
（TA変換）
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目的：頑固な痛みをとる

相 克

AyⅡ

TyⅠ

AyⅠ

AyⅢ
AxⅢ

AxⅠ

AxⅡ

TxⅠ

TyⅢ

TxⅢ

TxⅡ
TyⅡ

方法：

AyⅡ

TyⅠ

AyⅠ

AyⅢ
AxⅢ

AxⅠ

AxⅡ

TxⅠ

TyⅢ

TxⅢ

TxⅡ
TyⅡ

相 輔

目的：

方法：

補 強

相生関係 六行図から母父の関係を見る

母→父の順に
陰経のF-pointを補
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１つ隣 ２つ隣

反時計回りで見る

１つ隣２つ隣
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増 流 処 置

相生関係 六行図から母父の関係を見る
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母父の陽経、
F-point「６」を瀉

牽 引 瀉 法
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TxⅠ

TxⅡ

AxⅠ

AxⅡ

AxⅢ

TyⅠ

TyⅡ

TyⅢ

AyⅠ

AyⅡ

AyⅢ

対側

対側

同側

対側

同側

陰(x) 陽(y)

TxⅢ

同  側  対  側  の  法  則
*疼痛ラインに対する治療ラインの関係 同側対側の法則

疼痛ラインを基準とする

治療ライン：陽経(y)
原則

例外

疼痛ラインと同則

TyⅠは対側

治療ライン：陰経(x)
原則

例外

疼痛ラインと 対側

TxⅢは同側

C-pointの活用

(1)連接  疼痛ラインと治療ラインの陰陽が異なる時に
   C-pointが必要

(2)相輔・相克 C-ポイントは常に必要

(3)増流処置  疼痛ラインと治療ラインの陰陽が異なる時に
                   C-pointが必要   

(4)牽引瀉法  治療ラインは陽経を使うので
                   疼痛ラインが陰経の時はC-pointが必要
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C-point

ラインⅡの手足陰陽経すべて

(AyⅡ  AxⅡ   TyⅡ  TxⅡ) ► 2

ラインⅠとⅢの手足陽経

(AyⅠ  AyⅢ  TyⅠ  TyⅢ)  ► 3

TxⅠ    TxⅢ                     ►      1

AxⅠ    ►     b AxⅢ     ►     a

dの対応レベル 術者から見た時のd-pointの配置

対
側 

同
側

同
側

対
側 

d-point の使い方と注意点
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③脊髄神経

②脊髄

①脳

局所症状について 治療効果を上げるために
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